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警察情報処理員とは

○警察組織のネットワーク構築・運用・障害対応
○自主開発によるシステム構築・運用・障害対応
○電子機器全般の導入調整・障害対応
○サイバー犯罪捜査含む警察業務全般

求められるスキルは

システム構築ネットワーク構築

電子機器導入調整 サイバー犯罪捜査

採用に係る資格等の目安

部内研修

部外研修

IPA基本情報技術者相当

基本研修（東北管区警察学校）
応用研修（警察大学校）

プログラム言語研修（C#、
JAVA）
データベース研修（ＳＱＬ）
ネットワーク研修

先輩警察情報処理員
福島南高校卒 平成４年採用 課長補佐 大型コンピュータの運用などに多くの実績

を残す。交通規制課にも長年勤務し、管制システムの構築運用に従事

清陵情報高校卒 平成９年採用 電算開発担当 主任主査 システム開発での東北管
区局長、県警本部長から多くの受賞歴 県警の電算システム全体を総括管理する立場

会津大学卒 警察官として10年勤務後、技術職員として令和３年に採用 副主査 電
算開発担当として様々なシステム開発に従事

警察組織では独自に情報通信ネットワーク及び各種システムの構築及び運用を行って

おり、次の業務を警察情報処理員が担っています。

身分は警察行政職員の技術系職員として採用。
勤務先は福島県警察本部で、県内全警察署及び駐在所

等に出向いて作業をすることもあります。

採用基準として、ＩＰＡ(独立行政法人情報処理推進機
構)が実施する基本情報技術者試験と同等の能力を有する
こととしています(試験合格を必須とするものではありま
せん)。
採用後に警察組織の全国規模の研修を受講し、基本的

能力の習得を図ります。また、各種機器の操作方法や各

種プログラミングに関することは、民間企業の個別研修

講座を受講し、知識の習得を図ります。
このようにデジタル技術の一般的な知識は必要としま

すが、専門的なプログラミング経験等がなくとも、採用

後に研修を通じて情報処理技術を習得することが可能で

す。



情報管理課の主な業務は
◇全ての警察施設（交番・駐在所を含む。）を警察専用のネットワーク回線で接続
◇ほぼ全ての勤務員に端末（ノートパソコンなど）を整備
◇ファイルサーバ、グループウェア、統合型ＧＩＳなど、全ての職員が使用するシ
ステムを整備

◇警察活動を支援する様々なシステムを開発・運用

福島県警察では、情報管理課が中心に
なって、警察業務のＩＣＴ化を推進中です。

例えば
○広報文情報発信システム
報道各社に送信する広報文を安全か

つ効率的に一斉送信
○電子会議システム（オープンソース
をカスタマイズ）
警察組織内での会議、打合せ等をオ

ンラインで実施
○ｅラーニングシステム（オープン
ソースをカスタマイズ）

優しい先輩が多くて勤務環境がよく、

県警全体で運用するシステムや端末を運

用するやりがいがある仕事です！

コンピュータが好きで、知識と技能を有し、

県民の安全・安心をＩＣＴの力で向上させる意

欲のある方に情報管理課での勤務は最適です！



警察情報処理員の待遇と採用試験

手厚い福利厚生制度

警察共済組合、警察職員

生活協同組合といった全国

組織のスケールメリットで、

充実した医療保険、がん保

険、火災保険、自動車保険

などに安価に加入できます。

各種休暇等
年次有給休暇 当初２０日間、最終的に４０日間

夏季休暇 ７月から９月の間に５日間
６月から１０月は休暇奨励期間で夏季休暇の
ほかに有給休暇を７日以上取得

年末年始休暇 １２月２９日から翌年１月３日は休暇（曜日の組合せで最大９連休）

その他 子育て、介護など各種休暇が充実しています。

警察行政職員の先輩の声

令和７年度の採用試験日程（予定）は、随時公開予定です。

実施する場合は、９月以降になりますので、福島県警察ホームページでお知らせし
ます。

採用試験が実施され、合格すると令和８年４月１日の採用となります。

受験申込
一般教養試験
専門試験
論文試験

面接 合格発表

警察行政職員として、担当する仕事を適正

に遂行することが、力強い警察組織を支える

ことになり、県民の安全・安心な生活を守る

ことに繋がると思います。今後も誠実・丁

寧・迅速な事務処理を心掛け、より良い福島

県の実現に貢献したいと思います。

実現したいこと・目標としていること


